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＜はしがき＞

肝動脈塞栓術の治療効果向上のためには肝臓の循環動態を理解した上で最適方法で塞

栓物質を投与する必要があると考えられる。

本研究はウサギを対象動物として、（1）マイクロカテーテルを肝動脈分枝に挿入し、薬

剤を投与して実際の臨床例と同様の生理的血行状態を再現し、生体顕微鏡下に肝内血行動

態や塞栓物質の動態の変化を観察するとともに血流速度解析システムを用いて肝類洞血流

を定量化する。（2）血管拡張剤や血管収縮剤投与下で、肝動脈系から塞栓物質を投与する

ことにより、従来の肝動脈塞栓術に比較して、より大量の塞栓物質を安全に腫瘍部に投与

することが可能になるのではないかという仮説を検証し、（3）その結果を担癌動物（ウサ

ギ）の肝動脈塞栓術で実際に確認することにより、基礎的データに基づく効果的な塞栓物

質投与法を確立し、肝動脈塞栓術の治療効果を向上させることを目的とした。

実際には、ウサギ開腹下での肝類洞血流速度の測定としてビデオ記録下で生体顕微鏡に

より血球の類洞内移動画像を記録し、パーソナルコンピュータ上で解析し単位時間当たり

の移動距離から類洞内血流速度の推定を行った。

平均速度は測定開始直後にはおよそ30pkeⅣHameであったがウサギの全身状態の変化に

より10分程度で流速が低下し、最終的には塞栓物質や血管作動薬などを使用しない状態で

も類洞血流が停滞しOpixel/flameになってしまうことが判明した。この結果から、ラット

やマウスなど小型動物では開腹、肝臓露出などのインターペンションが容易に全身の血行

動態に影響を及ぼし実験結果に悪影響を及ぼすことは知られていたが比較的大型の動物で

あるウサギにおいても同様の現象が生じることが理解され、ウサギで実験を行う場合、実

験時の十分な全身管理が必要不可欠であることが判明した。

また、観察肝葉の位置の移動や、ウサギの体位変換に伴う類洞流速変化も生じ、これら

のばらつきが非常に大きいことから、ウサギの場合も厳格な全身管理と恒常的な観察方法

の確立が重要であると考えられた。

本研究ではウサギを対象動物として、生理的血行状態下に肝内の正常血行動態の観察お

よび塞栓物質の動態を生体顕微鏡にて観察し、血管作動薬の併用が塞栓物質の動態をいか

に変化させるかを観察することにより、基礎的データに基づく効果的な塞栓物質投与法を

確立し、肝動脈塞栓術の治療効果を向上させることを最終目的としたが現段階では正常ウ

サギの肝内類洞血流速度測定手技の確立と類洞内血流速度の推定にとどまった。

結論として、より大型の動物を使用して類似の検討を行うことがヒトの肝動脈塞栓術の

至適条件の決定に有用であると言える。
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